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関 治之

オープンデータと
オープンソースによる
官民連携

 有識者提出資料① 



ともに考え、ともにつくる。
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3

世界２６カ国で「Code for xx」が活動
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全国、約８０地域で「Code for xx」が活動
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各地で自らの地域を良くするための活動
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シビックテック・アプローチ︓
公共モデルを「依存」から「共創」へ

市民 行政

要望・苦情

公共サービス

市民

行政

企業

NPO

大学

テクノロジー
データ活用
場づくり 課題

解決

シビックテック・エコシステム︓
コミュニティで築いた関係性をもとに
プロジェクトを創出

C4J

コミュニティ

エンジニア
デザイナー

公務員
自治体
省庁

研究者

会社員
NPO

企業

学生

プロジェクト

エンジニア × デザイナー

自治体 × エンジニア

NPO × エンジニア

学生 × 企業

オープンにつながり、社会をアップデートする
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コロナ禍により、行政のDXが主眼に
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[構造的な課題]

雇用流動性が低
い

外注メインに

単年度予算

異動が多く、専
門性が身につか
ない

縦割りの意思決
定

専門家不足

自治体ごとに独
自性がある

国と地方の綱引
き ベンダーロック

イン

複雑な条例・省
令

紙依存のワーク
フロー

LGWAN

低いアジリティ
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体
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体
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自治
体

自治
体

国

市民 市民 市民 市民 市民
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コロナ禍で生まれた様々なアクティビティ
ダッシュボード

検索サイト

アイデア募集

NPO支援 プロトタイピング
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オープンソース化して公開
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オープンソースとは？

プログラムのソースコードを、断りなしに自由に使っ
て良いという条件で広く公開すること。

公開することで、誰もが中身を確認することができる
し、コピーして自分の目的に再利用することができる。

更に、東京都では一般技術者から要望を受け付けたり、
修正提案を受け付けたりすることも行った
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世界中から貢献があった

3週間の間に
224 名が改善に協力
750 件の提案
671 件が取り入れられる

作成数 クローズ数

Issue数 1,364 1,283

Pull 
Request 数

2,628 2,604

これまでの累計（Bot等を除いた数）
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全都道府県に波及
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参加者は約500人から3500人超に
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海外でもシビックテックが活発に

https://note.com/hal_sk/n/nd5d71fa9ff5d

台湾、韓国ではマスク在庫APIを公開、多くの民間アプリが生まれた

https://www.reallygoodux.io/blog/korean-mobile-apps-coronavirus-covid-19
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総務省：新型コロナウイルス感染症対策サイトのためのデータ公開についてより
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飲食店情報の標準化プロジェクト
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オープンソースへの投資は、社会的な知的資本
の蓄積に繋がる

http://blog.cleverelephant.ca/2018/01/govt-oss-clusters.html
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全国の「地域情報化アドバイザー」（総務省）と「オ
ープンデータ伝道師」（内閣官房IT総合戦略室）、
VLEDが協力し、標準データの定義書を作成。
各地での交渉に役立った

https://www.code4japan.org/activity/stopcovid19
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東京都サイトでは、様々な情報が瞬時にまとめられた
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10代、20代が大活躍中！

http://ccc2020.code4japan.org/
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https://note.com/hal_sk/n/n86dd3c808b0d

高校生、大学生がプロジェクトをリードし始めている
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https://www.businessinsider.jp/post-212276
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システム調達要件に、OSSでの公開を入れよう

● OSSで公開する前提にすることで、可読性が
高いソースコードが提供されます

● 技術力のあるベンダーを選定できます

● 他の自治体にも広がれば、より品質が向上す
る可能性があります

● 不必要なベンダーロックインを排除できます
● 知的資産への投資になります
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⾏政デジタル化は「買ってくる」ものではない

● ⾏政職員含めた「自らつくる⼈のチーム」をつくる
ベンチマークとしての経済産業省DXオフィスチームのスキル・マインドセット

サービスデザイン アジャイル

データ活用 デジタル

エビデンスベース ユーザー視点

プロトタイピング
意思決定の
透明性
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成果を出すには
普段からの関係性作り
も重要
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信頼構築フレームワーク 4P

テクノロジーではなく、
人々から始める

● ともに考える
● お互いの言語を学ぶ
● 個人的な信頼関係を作る

課題を理解するために
プロトタイピングする

● ともにつくる
● ともに学ぶ
● 課題を理解する

People Prototyping
共通のゴールを決め、
リソースを割り当てる

Project

● ともに働く
● 共通価値を作る
● チェンジマネジメントも行う

Promote
アイデアやデータを広め、ネ
ットワークを拡大する
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データアカデミー

自治体

課題検討

仮説立案

分析評価

政策立案

評価

行政の中での
データリテラシーを向上させる

データ利活用研修
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課題解決7ステップ

①
課題・仮説

②
データ確認

③
分析手法

決定

④
分析実施

⑤
評価

⑥
政策立案

⑦
効果分析

課題と分析対象の決定 分析結果の判断

どんな課題を、どんなデータを使って表現す
るのか？
データはどのように集める/作るのか？
どのような分析手段があるのか？
などを検討

分析の難易度やツールの必要性
に応じて、自分で実施、他部署に
依頼、外注などを選択

分析結果を判断し、政策を立案
最初に決めた仮説は正しかったか？
効果を測定し、新たな課題設定に繋げる
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総務省事業として2017年、2018年
と実施。

データアカデミー
（自治体向けデータ活用研修）

34



35



ともに学ぶ

https://sunabar.code4japan.org
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色々難しいし、大変そうだな・・・と思ったあなた

● 動き始めることで、理解は深まるので大丈夫！
○ 波の先頭にいるほうが楽です

● 未来は悲観するのではなく、楽しむもの
● 皆で学ぼう

楽しそうにしているところに人は集まります
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最後に宣伝

https://summit2020.code4japan.org
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